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　ハレルヤ！偉大な主の御名をほめたたえます。熊本ベテル教会で伝道師として働いている南充
恒と申します。10 年前韓国から来日し宣教を開始しましたが、更に日本の方々へ神様の福音を伝
える者になりたいという願いを持ち、KBI で 3 年間学ばせて頂きました。現在、KBI で学んだこ
とを実践しながら熊本の母教会で仕えています。KBI での学びを通し、神様の御言葉を深く知り
大きな恵みを頂きました。また、そこで多くの仲間たちと出会い、共に祈り合い、支え合う同労
者が与えられたことは更に大きな恵みです。

　今回熊本に 2 回も大きな地震があり多くの方々が被災
しました。初めての体験だったのでどうしたら良いのか
分からず、強い余震が続く中眠ることも出来ず不安な夜
を過ごしました。もうこれ以上強い地震は来ないだろう
と思っていましたが、再び深夜に 1 回目を遥かに超える
大きな地震が起きました。命の危険を感じた私は妻と一
緒に小学校へ避難しました。夜が明け教会に戻ると、物
が散乱し、2 階の本棚からは全ての本が落ちて通路を塞
いでいました。水が出ずガスも使えなくなっており、食

事を作ることもトイレを使うことも出来ませんでした。余
震が頻繁に続いている中で家に戻ることは厳しいと考え、
避難所での生活が始まりました。
　思いもよらない震災だったので恐れや不安がありました
が、地震直後からたくさんの方々が心配して連絡を下さり、
何か出来ることはないかと励ましの言葉を掛けて下さいま
した。そして、熊本を覚えて執り成し祈り支援献金を献げ
て下さいました。 また、いち早く遠い関西からボランティ
アチーム（JEC よりの先生方有志）が KBI ワゴンを借り

関東地区南北合同シェア開催のお知らせ
2016年 10月 10日 ( 月・祝 )　@東京チャペル

北関東シェアに引き続き、関東地区に於いて南北合同でのシェアが開催されます。
詳細は、世話役の先生からのご案内をご参照下さい。
卒業生、修了生などの多くの方々のご参加を心からお待ちします。
注：卒業生、修了生の方々は、自動的に「KBI フレンズの会」の会員です。

2016年度フレンズの会総会のお知らせ
2016年 11月 25日 ( 金 )　@関西聖書学院 

2016 年度フレンズの会総会を、上記の日程で開催することを予定しております。
KBI にて同日に開催される予定の「実践神学シンポジウム」の午後の部が始まる前の時間をいた
だき開催する予定ですので、併せてご参加いただきますよう、お願いいたします。
詳細は決定次第、卒業生・修了生の皆様にお知らせいたします。

お願い
会の円滑な運営・活動のために、年会費納入・メールアドレス・住所変更時の連絡等にご協力下さい。

「共に苦しみ、共に泣き、
共に祈り合い、共に支え合う」
南充恒（2013 年度卒業）
（熊本ベテル教会伝道師）

てたくさんの愛のこもった物資を運んで来て下さり、教会と地域のために心と力を尽くして下さ
いました。
　教会が現在の場所に移転して 12 年経ちますが、教会近隣の方々と良い関係が築けずにいました。
また、熊本市民の救いのために漠然と祈りを捧げていました。そんな中熊本地震が起き、人々の
内側に変化が起こりました。宣教の扉が開かれ、種蒔きしていた種が芽を出し始めました。地域
の方々との関係が結ばれ、震災後の様々なプログラム、ミニストリーに多くの方々が教会へ足を
運んで下さるようになりました。私達にとって大きな大きな変化、神様からの祝福でした。まだ
まだ沢山の方々が辛く不安な生活を余儀なくされています。現地教会として長期的に出来る支援
を模索しながら、主が愛して下さっている熊本の方々に少しでも寄り添い届いていくことが出来
ればと思っています
　共に苦しみ、共に泣き、共に祈り合い、共に支え合う、このような同労者がいることはどれほ
ど大きな慰め恵みでしょうか。今も熊本を覚え執り成し祈り支えて下さる全国の教会の方々に心
から感謝すると共に、このような同労者たちを与えて下さった神様に心から感謝致します。

世代シェア　アラウンド '90報告
猪野元　芳子（1989年度 2年修了）

　4 月 26 日に JEC 本部事務所を会場にして、同窓会が行
われました。今回は、高橋めぐみインドネシア宣教師の
短期帰国にあわせて「アラウンド '90（1988～1992 年の卒
業＆修了生）」が企画され、参加してきましたので報告さ
せていただきます。参加者は、5 名で、KBI の 2 年生の
時に共に１年間クラスメートとして一緒に学ばせていた
だいた先生方でした。

　午前中のプログラムは、26 年ぶり！に共に学んだ
上ヶ原で祈りと賛美の時を持って、当時の高橋昭市
学院長ご夫妻、福元玲子先生、ペデセン先生ご夫妻、
その他の理事の先生方、教師の先生方を覚えて感謝
と祝福をお祈りしました。
　ティーブレークの後の高橋めぐみ先生のメッセー
ジでは、「今教えられていること」として、時間も賜
物もお金もすべてのものは神様から与えられている
ものであるが、神様がエデンの園に「善悪の知識の木」
をおかれた時にアダムとイブは失敗してしまったが、
「自分の意志によって」神様の言葉を守り、神様に従って行く事を神様は喜んでくださるというこ
とを教えていただきました。インドネシアの宣教報告では、中高生の寮の働きやいろいろな部族

への宣教が進められている様子を詳しく教えていただきま
した。バイクでの移動の様子のビデオでは、舗装されてい
ない道路での移動の大変さがよくわかりました。報告の後
に、インドネシアのためにお祈りの時を持ちました。
　ランチタイムではおいしいお弁当とめぐみ先生が用意し
てくださったソトアヤム（インドネシアのスープ）をいた
だきながら、一緒に学んだ先生方のことを思い出しながら、
お互いの近況について話をしました。吉野玲子先生の手作

りのお菓子もとてもおいしかったです。
　午後は、祈りと賛美の後一人ずつ、KBI を修了・卒業した後から今までの歩みのなかで、神様
がしてくださった良かったこと、またしんどいところを通らされたことについて、分かち合う時
間を持ちました。26 年という時を経て、また共に新しい祈りの課題を持ち寄り、祈りあえたことは、
とても大きな励ましとなりました。

北関東地域シェア報告
山中 多美子 (1991年度2年修了 )

　3 月 21 日に KBI フレンズの会、今回で 2 回目と
なる北関東「地域シェア」が豊かな主の恵の中で行
われましたこと感謝を持ってご報告させていただき
ます。
　会場は堺福音教会東京チャペル ( 北 秀樹牧師 ) で
参加者は 6名でした。
少人数ではありましたが、それがかえって本当の家

族のように親密な交わりができ個人的な悩みも相談できる場になったのかと思います。
　北 美喜子牧師夫人が作って下さった昼食をい
ただきながら自己紹介や近況などじっくりと話す
ことができました。私個人としては在学中ご一緒
させていただいた先輩や同期生と 20 数年ぶりに
再会し嬉しさと懐かしさに包まれました。外なる
人は年月とともに多少変わっていくとしても、ま
た家族が増えそれぞれ置かれいる立場や役割の違
いがあるとしても私達は常に主に対する純粋な信
仰でひとつの神の家族になれるんだということを
確認できたひと時でした。

　笑いの絶えない楽しい愛餐の後は北先生の賛美
リードによって賛美を捧げ、また霊の賛美にも導
かれ主のご臨在の中で川崎 豊信牧師 (JEC 狭山福
音教会 ) より御言葉とメッセージをいただきまし
た。マタイの福音書 28 章 18～20 節から語ってい
ただき、私達にはインリーチ及びアウトリーチを
する上でイエス様の御名と血潮の権威が与えられ
ていることと主の臨在は宣教していく時に圧倒的
にあることを教えていただきました。先生の圧倒
的な主の臨在の中で異言を伴って現された奇跡の

証しにあらためて主の素晴らしさをほめたたえました。
  メッセージの後分かち合いの時を持ちました。予定時刻を超えるくらい深く真剣な話となり最後
は残っている者同士でとりなしの祈りを捧げ終わりました。
　私は 24 年前に KBI で 2 年間学び、1 度は献身の道を歩みましたが不信仰のゆえにリタイアした
者です。そんな神様の恵みを無駄にしたような者でも神様は変わらない愛を注ぎ回復を与えてく
ださいました。本当に神様のご誠実さに感謝します。今後も主が私にしてくださった良き事を証
していけたらと願っています。
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事を作ることもトイレを使うことも出来ませんでした。余
震が頻繁に続いている中で家に戻ることは厳しいと考え、
避難所での生活が始まりました。
　思いもよらない震災だったので恐れや不安がありました
が、地震直後からたくさんの方々が心配して連絡を下さり、
何か出来ることはないかと励ましの言葉を掛けて下さいま
した。そして、熊本を覚えて執り成し祈り支援献金を献げ
て下さいました。 また、いち早く遠い関西からボランティ
アチーム（JEC よりの先生方有志）が KBI ワゴンを借り

関東地区南北合同シェア開催のお知らせ
2016年 10月 10日 ( 月・祝 )　@東京チャペル

北関東シェアに引き続き、関東地区に於いて南北合同でのシェアが開催されます。
詳細は、世話役の先生からのご案内をご参照下さい。
卒業生、修了生などの多くの方々のご参加を心からお待ちします。
注：卒業生、修了生の方々は、自動的に「KBI フレンズの会」の会員です。

2016年度フレンズの会総会のお知らせ
2016年 11月 25日 ( 金 )　@関西聖書学院 

2016 年度フレンズの会総会を、上記の日程で開催することを予定しております。
KBI にて同日に開催される予定の「実践神学シンポジウム」の午後の部が始まる前の時間をいた
だき開催する予定ですので、併せてご参加いただきますよう、お願いいたします。
詳細は決定次第、卒業生・修了生の皆様にお知らせいたします。

お願い
会の円滑な運営・活動のために、年会費納入・メールアドレス・住所変更時の連絡等にご協力下さい。

てたくさんの愛のこもった物資を運んで来て下さり、教会と地域のために心と力を尽くして下さ
いました。
　教会が現在の場所に移転して 12 年経ちますが、教会近隣の方々と良い関係が築けずにいました。
また、熊本市民の救いのために漠然と祈りを捧げていました。そんな中熊本地震が起き、人々の
内側に変化が起こりました。宣教の扉が開かれ、種蒔きしていた種が芽を出し始めました。地域
の方々との関係が結ばれ、震災後の様々なプログラム、ミニストリーに多くの方々が教会へ足を
運んで下さるようになりました。私達にとって大きな大きな変化、神様からの祝福でした。まだ
まだ沢山の方々が辛く不安な生活を余儀なくされています。現地教会として長期的に出来る支援
を模索しながら、主が愛して下さっている熊本の方々に少しでも寄り添い届いていくことが出来
ればと思っています
　共に苦しみ、共に泣き、共に祈り合い、共に支え合う、このような同労者がいることはどれほ
ど大きな慰め恵みでしょうか。今も熊本を覚え執り成し祈り支えて下さる全国の教会の方々に心
から感謝すると共に、このような同労者たちを与えて下さった神様に心から感謝致します。

世代シェア　アラウンド '90報告
猪野元　芳子（1989年度 2年修了）

　4 月 26 日に JEC 本部事務所を会場にして、同窓会が行
われました。今回は、高橋めぐみインドネシア宣教師の
短期帰国にあわせて「アラウンド '90（1988～1992 年の卒
業＆修了生）」が企画され、参加してきましたので報告さ
せていただきます。参加者は、5 名で、KBI の 2 年生の
時に共に１年間クラスメートとして一緒に学ばせていた
だいた先生方でした。

　午前中のプログラムは、26 年ぶり！に共に学んだ
上ヶ原で祈りと賛美の時を持って、当時の高橋昭市
学院長ご夫妻、福元玲子先生、ペデセン先生ご夫妻、
その他の理事の先生方、教師の先生方を覚えて感謝
と祝福をお祈りしました。
　ティーブレークの後の高橋めぐみ先生のメッセー
ジでは、「今教えられていること」として、時間も賜
物もお金もすべてのものは神様から与えられている
ものであるが、神様がエデンの園に「善悪の知識の木」
をおかれた時にアダムとイブは失敗してしまったが、
「自分の意志によって」神様の言葉を守り、神様に従って行く事を神様は喜んでくださるというこ
とを教えていただきました。インドネシアの宣教報告では、中高生の寮の働きやいろいろな部族

への宣教が進められている様子を詳しく教えていただきま
した。バイクでの移動の様子のビデオでは、舗装されてい
ない道路での移動の大変さがよくわかりました。報告の後
に、インドネシアのためにお祈りの時を持ちました。
　ランチタイムではおいしいお弁当とめぐみ先生が用意し
てくださったソトアヤム（インドネシアのスープ）をいた
だきながら、一緒に学んだ先生方のことを思い出しながら、
お互いの近況について話をしました。吉野玲子先生の手作

りのお菓子もとてもおいしかったです。
　午後は、祈りと賛美の後一人ずつ、KBI を修了・卒業した後から今までの歩みのなかで、神様
がしてくださった良かったこと、またしんどいところを通らされたことについて、分かち合う時
間を持ちました。26 年という時を経て、また共に新しい祈りの課題を持ち寄り、祈りあえたことは、
とても大きな励ましとなりました。

北関東地域シェア報告
山中 多美子 (1991年度2年修了 )

　3 月 21 日に KBI フレンズの会、今回で 2 回目と
なる北関東「地域シェア」が豊かな主の恵の中で行
われましたこと感謝を持ってご報告させていただき
ます。
　会場は堺福音教会東京チャペル ( 北 秀樹牧師 ) で
参加者は 6名でした。
少人数ではありましたが、それがかえって本当の家

族のように親密な交わりができ個人的な悩みも相談できる場になったのかと思います。
　北 美喜子牧師夫人が作って下さった昼食をい
ただきながら自己紹介や近況などじっくりと話す
ことができました。私個人としては在学中ご一緒
させていただいた先輩や同期生と 20 数年ぶりに
再会し嬉しさと懐かしさに包まれました。外なる
人は年月とともに多少変わっていくとしても、ま
た家族が増えそれぞれ置かれいる立場や役割の違
いがあるとしても私達は常に主に対する純粋な信
仰でひとつの神の家族になれるんだということを
確認できたひと時でした。

　笑いの絶えない楽しい愛餐の後は北先生の賛美
リードによって賛美を捧げ、また霊の賛美にも導
かれ主のご臨在の中で川崎 豊信牧師 (JEC 狭山福
音教会 ) より御言葉とメッセージをいただきまし
た。マタイの福音書 28 章 18～20 節から語ってい
ただき、私達にはインリーチ及びアウトリーチを
する上でイエス様の御名と血潮の権威が与えられ
ていることと主の臨在は宣教していく時に圧倒的
にあることを教えていただきました。先生の圧倒
的な主の臨在の中で異言を伴って現された奇跡の

証しにあらためて主の素晴らしさをほめたたえました。
  メッセージの後分かち合いの時を持ちました。予定時刻を超えるくらい深く真剣な話となり最後
は残っている者同士でとりなしの祈りを捧げ終わりました。
　私は 24 年前に KBI で 2 年間学び、1 度は献身の道を歩みましたが不信仰のゆえにリタイアした
者です。そんな神様の恵みを無駄にしたような者でも神様は変わらない愛を注ぎ回復を与えてく
ださいました。本当に神様のご誠実さに感謝します。今後も主が私にしてくださった良き事を証
していけたらと願っています。
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ゆうちょ銀行「自動払込利用申込」ご協力のお願い！
「自動払込利用申込」手続きをして下さった皆様、ご協力有難うございました。
6月 20 日現在、165 名。【年会費　2,000 円　毎年 8月 31 日自動引落し】
手続きがまだの方は、是非ともお手続きを、よろしくお願い致します。

総合口座への振込も受付けます！
自動払込の難しい方へ：総合口座へは、随時振込が可能です。
ゆうちょ口座名：KBI フレンズの会　( ケービーアイフレンズノカイ )　
口座番号：１４５２０－２４１０１３３１

フレンズの会への献金も、随時受け付けます。
上記の同じ口座への送金にて随時受付いたします。

KBI への支援献金
「支える会」や「奨学基金」など母校、後輩へのご支援もよろしくお願い致します。
ゆうちょ口座：　関西聖書学院／０１１４０－６－６７７０８

あなたのメールアドレスを登録して下さい！
登録先：kbifriendsnokai@gmail.com ( 会専用のメールアドレス )
このアドレス宛に、住所、氏名、教会名等を書いて、メールをお送り下さい。
「KBI フレンズの会」からのお知らせをお送りいたします。


